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学を制御しながらひずみの大きい［n.2.0］縮環化合物を一挙に合成できる点で極めて有用である。 
























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 アレンは、その構造上特異な反応性を有しており、近年有機合成に幅広く利用されている。 
 申請者はエンアレン N-[(1S )-1-isopropylbuta-2,3-dienyl]-2,4,6-trimethyl-N-[(E )-3-phenylprop-2-enyl] 
phenylsulfonamide（1）にパラジウム触媒、炭酸カリウム存在下、ヨウ化ベンゼンを作用させることにより、タンデ
ム型の環化が進行し、一挙にベンゾイソインドール骨格を有する(3S,4S,7R,8S)-5-aza-4-isopropyl-2-methylene-8- 
phenyl-5-(2,4,6-trimethylphenylsulfonyl)tricyclo[7.4.0.03,7]trideca-1(9),10,12-triene とその(3S,4S,7S,8S)-体が得ら
れることを見いだした。また置換基を変換した様々なエンアレンやヘテロハロゲン化アリールを用いても多くの場合
このタンデム型環化は進行した。これらの成果は合成容易なエンアレンから触媒量のパラジウムで複雑な複素環を一
挙に構築できる点で有機合成化学上極めて有用である。 
 また申請者はエンアレン１を加熱することにより位置選択的に［2＋2］型環化が進行し、(1R,4S,8S)-3-aza-4- 
isopropyl-8-phenyl-3-(2,4,6-trimethylphenylsulfonyl)bicyclo[4.2.0]oct-5-ene が高収率かつ単一のジアステレオマー
として得られることを見いだした。この環化は基質以外に必要なものがなく、かつクリーンに環化が進行するため環
境調和、アトムエコノミーの観点から非常に意義のある結果と言える。また各種置換基を変換した様々なタイプのエ
ンアレンやインアレンを用いても同様に［2＋2］型環化が進行し、対応する環化体を得ることができた。さらにアレ
ンの軸不斉と生成物の立体化学からこの環化の反応機構と立体選択性について深く考察することができた。 
 以上の成果は、博士（薬学）学位論文としてふさわしい内容であると認める。 
